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住民主体の通いの場について①
●橿原市における概要・現状

・住民主体の通いの場として、予防活動サークル（＝一歩会）が１５団体登

録している。

・決まりは週に１回３０分以上の運動としているが、現在登録数が伸び悩ん

でいる。

●疑問・課題

・どうすれば住民主体の通いの場を増やすことができる？

・興味を持ってくれる人をどのように探せばよい？

・情報を行き届かせるための工夫を知りたい！
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住民主体の通いの場について②
●いただいたアドバイス

・ブランチの会議で一歩会について発表する。行政だけでなく、実際に

活動している一歩会の方にも話してもらうことで、他の地域の人にも

プロセス・活用・効果を身近なものとして感じ、共感してもらう。

・地域づくりというのはリーダーを育てることでなく、「明日は我が身」

という考えを持ってもらうことが大事。

●実行したこと

・一歩会について説明会を実施。説明会の実施にあたって、民生委員や

市主催の教室の参加者、市広報、庁舎入り口のラックへチラシ設置など、

周知に力を入れた。説明会では、地域のつながりの重要性の説明、

実際に活動している一歩会の方の声を紹介するなどした。
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通所型サービスＣの利用について
①

●橿原市における概要・現状

・通所型サービスＣ（短期集中予防サービス）について、

通所型サービスＡの短期集中版として、実施。

・個別に事業所を利用する形態だが、ここ数年利用が減少傾向。

●疑問・課題

・全国的に教室型ではない事業所が行う通所Ｃの利用者は多いの？

そもそも大半が教室型なの？

・短期集中と通所リハ、訪問リハの住み分けはどうすればできる？

・実際窓口に相談に来られた際にどのような案内をすれば、スムーズに

短期集中につなげられる？
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通所型サービスＣの利用について
②

●いただいたアドバイス

・相談支援体制を充実させることで、短期間で回復できる見込みの人を早期発見。

・「サービスＣは３か月で終わり！目標達成で終わり！（段階を経たモニタリン

グ実施）」を大前提として理解させる。

・通所型サービスＣの対象者の選定、必要なケアマネジメント能力、事業所の

役割・行政の役割といったものを各々が理解する。

・地域包括支援センターと対象者の選定について見直してみる。

・イメージがわくようにサービスＣの利用風景とともに短い文章を挿入した

ＤＶＤを作成し、地域包括支援センターで流したり、地域を見守る民生員・

老人会の方や、いずれ当事者となる可能性があるサロン・通いの場・市主催の

教室の参加者に見せる。
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通所型サービスＣの利用について
③

●実行したこと

・地域包括支援センターのケアマネジャーに向けて、短期集中予防サービスに

ついて説明会を実施。自立支援地域ケア会議においても、サービスＣが向いて

いそうな事例があれば、サービスＣについて説明し、地域包括支援センターの

ケアマネジャー以外にもサービスＣを知ってもらった。
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●今後取り組みたいこと

・市主催の教室に来るような元気な方へも、サービスＣについて周知する。

本人の今後のため、周りの人にもためにもこんなサービスあるらしいよと

周知してもらう。

・地域包括支援センター以外のケアマネジャー以外へのサービスＣの周知がで

きていないので、今後周知する方法を検討していく。

・橿原市においても住民主体の通いの場についてＤＶＤを作成する。

写真と言葉での説明よりも動画のほうが、説明会の参加者に活動時の雰囲気

が伝わりやすく、やってみようかなというやる気につながるかもしれないと

思った。

住民主体の通いの場について
＆ 通所型サービスＣの利用について
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